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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・医事統計を進めていくこと。

・4/1(月)　入社式。13:20には着席しているようにする事。

・4/20(土)　春の会。

・4/1(月)14:00～　やまばと寮の診察あり。

・4/1(月)より、東(志)Nsがヘルプで外来業務を行います。

・勤務の都合により

4/8(月)　上野Ns・久保(奈)Ns

  4/9(火)　上口MNs　　　　　　　がヘルプで外来につきます。

＜利用開始患者様情報＞

・古舘　正行様～3/27(水)より、デイナイトケア利用開始。　

・赤石　陽介様～4/1(月)より、デイケア利用開始予定。　 

・清川　厚子様～4/2(火)より、デイケア利用開始予定。　 

・津嶋イチ子様～4/4(木)より、デイナイトケア利用開始予定。　　

・溝越　キク様～4/5(金)より、デイケア利用開始予定。　 

＜新患情報＞

・大久保俊彦様～現在､南部バス運転手として勤務。H8年頃､スナックで働いていた現妻と出会い

結婚。結婚当初から給料を生活費に入れないこと､料理が下手なところや､周囲

に対する配慮が足りないところ等､気になっていたことがあったものの､結婚当

初は我慢することが出来ていた。元来より神経質な性格であり､生活費を家に

入れず､何に使っているか不明であることや洗剤のついた手で調理し､洗剤の味

がするおにぎりを作る等の妻の行動に対して不満を募らせていた。しかし､

妻に注意すると､妻は子に八つ当たりをしてしまう為､自身の不満を言うことは殆どなかった。H18年頃に仕事で転倒事故(バス乗車していた老人が､バス停車中に転んだ)があり､仕事に対しても｢また事故が起きるんじゃないか｣と不安を感じていた。H22年､妻に対する不満が募り､ストレスが増大して､抑うつ気分､苛々感､集中力の低下等の症状が出現。妻と口論となることが増えていた。また､同時期にハント症候群に罹患したことで､身体に対する不安も募るようになっていた。抑うつ気分､苛々感､集中力の低下等の症状により､仕事中に集中力が欠けて､バス停に停まらず通り過ぎてしまうことや､ボーッとしてしまうこともあった。その後も同様の状態が続き､症状の軽減を目的として､当院へ受診相談があり、H25.3.29受診。

＜利用者様情報＞

・大久保律子様～「タスモリン、ジアゼパム(眼球上転した際に服用)を夫様にもらって来いと言われて、1か月分処方がほしい」と話している。実際に眼球上転するのは月2回ほどとの事。主治医より詳細について尋ねられ、「脅威はいらないです」と話された為､本日は処方せず帰宅。頭痛の為カロナールを処方。次回採血は6月の予定。

・上野　康弘様～母様が「本人が隠れて飲酒している」と職員へ話している。しかし、実際に飲酒しているのを見たわけではないとの事。本人は飲酒していないと話している。本日受診時、顔がむくんでいる様子はあるが、酒臭はない。

・田名部一樹様～下剤を飲むとお腹が空くと話している。次回受診日(4/5)に採血予定。本日の来所時、疲れが取れないと話し、熟睡感がない様子が見られている。生活リズムを整えることについて振り返りを行っている。

・向井　敦子様～昨日の来所時の様子を家族へ伝えようとしたが､連絡付かず、夕方に再度電話を掛けると本人が出ている。他利用者(上野康弘様)と職員との関係について事実ではないことを説明し、了解を示している。父様に電話を代わってもらえるか依頼すると、本人が拒否した為、母様へ情報提供。今後精神状況や来所時の対人交流について確認していく。

・鈴木　茂子様～昨日ケア会議を実施(参加者:本人･姉様･デイケア職員･外来Ns･青明舎職員･訪問看護職員・生活保護担当者･PSW)。他者と金銭的なやりとりがあった件について、本人・お姉様・関係機関（病院・青明舎・デイケア）で確認。本人は、2000～3000円を2回やりとりした以外は、金銭のやりとりは否定している。一昨日、よこまちストアでの買い物帰りに路上で転倒し、顔面負傷（左顔面の腫脹・内出血・裂傷）している。怪我がひどいため、今週はデイケアを欠席し、来週からはマスクをして通所するように促している。今後デイケアを欠席することは認めず、体調不良であればデイケアの静養室で休むように伝えられている。また、本人･姉様･関係部署のそれぞれの役割について再確認を行っている。会議終了後、生活保護担当者より情報あり。3月上旬、本人より暖房購入希望で社会福祉協議会から3万円借り入れていたとのこと。本人帰宅後であった為、事実確認は出来ていない。本人来所時に確認していくこととしている。

デイケアの欠席や金銭の貸し借り等本人の変化が認められたときには､関係部署間(外来・デイケア・青明舎・五福)へメールにて情報提供し､情報共有を徹底していくように主治医より指示あり。

・寺沢　彩　様～最近｢自分は価値のない人間だ｣｢死ねと聞こえてくる｣等と幻聴様の訴えが聞かれている。昼食後薬も再三の促しにて服用している。母様へ情報提供。「母から薬を飲むように言われたから飲んだ」と話している。来所中苛々感の訴えが聞かれている。昼食後薬服用の際､職員の前で服用せずに部屋を移動した為、職員が後を追うとすでに薬包の中が空になっている。水を持っている様子はない為､事実確認すると「薬は飲んだ」とのみ話す。職員より服薬の必要性について伝えているが、「具合が悪くないから薬は飲まなくてもいい。薬は効かない」等と話し、了解の悪さが見られている。

・本多　富美様～来週よりデイケアにいる時間を延ばしていく。本日デイケアへ来所し、職員と面談を実施。来所中に他者交流はみられていない。職員と昼食を摂っているが、「食事を摂るのは2日ぶり」と話しており、食事摂取が困難な様子がある。母様からの情報では、自宅では常に布団の中にいるとの事で、食事も布団の中で行っている。生活状況の確認を行っていく。

